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－
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ル
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性
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ト
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尤
遜

ド
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ト
ル
オ
グ
メ
ヂ
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ン

浅
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市

第
二
節
脊
幡
随
完
全
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ス
チ
ア
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氏
現
象
〉

第
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筋
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症
（
宮
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生
～
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第

一

章

緒

論

膝
蓋
臆
反
射
ノ
支
配
機
能
ニ
閥
ス

Y
予
等
ノ
貫
駿
A

第
一
回
ヨ
9
第
五
回
三
日
一
リ
全
部
家
兎
－
一
於
－
プ
行
A

レ

タ

Y

モ
ノ
ナ
9
0

〆
貫
験
成
績
ヲ
以
ア
直
チ
ニ
人
類
－
一
一
於
ケ
Y
臆
反
射
ノ
諸
種
ノ
現
象
－
一
葉
僅
適
合
セ
シ
ム

Y

コ
ト
A

困
難
ナ
リ
ノ
。
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階
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ム
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四
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第
六
巻

「可

原

善
、」

浅

海

一O
四
凶

（
第
四
時
現

二
四

O
）

－
一
従
ッ
ア
下
位
中
橿
ヨ
リ
上
位
中
橿
ノ
機
能
鐙
達
シ
、
下
位
中
橿
ノ
機
能
A

上
位
中
橿
ノ
機
能
ノ
震
メ
ユ
一
屡
々
際
蔽
セ
司
フ
レ
ア
其
機
能
ア
費
現

uv
得
ズ
、
偶
々
上
位
中
桓
ノ
疾
患
乃
至
傷
害
等
－
一
ヨ
η
ノ
ア
上
位
中
橿
ノ
機
能
ガ
消
失
ス
M
Y

ユ
営

2
ア
初
メ
ア
下
位
中
橿
A

其
機
能
ヲ
稜
現
シ
得

Y

毛
ノ
ナ
リ
y
。
噺
腸
類
－
一
於
－
ア
A

躯
幹
－
一
一
於
－
プ
之
レ
ヲ
雨
断
ス

Y
モ
其
尾
方
A

活
援
－
一
運
動
uv
得－フ

y
、
モ
銃
二
－
家
兎
、
猫
、
犬
ト
動
物
ノ
進

化
エ
件
ツ
テ
此
等
ノ
現
象
ノ
見
－
フ
レ
ザ
Y

A
守
髄
細
胞
ノ
濁
立
性
－
一
相
異
ア

Y
ガ
潟
ナ

Y

コ
ト
モ
周
知
ノ
事
寅
ナ

y
。
業
他
下
等
動
物
－
一
－
7

A

鵡
紳
綴
林
ガ
最
高
知
魔
中
橿
－
一
U
V
4
プ
線
状
韓
ガ
最
高
運
動
中
橿
ナ

Y

2
ト
モ
比
較
解
剖
皐
者
ノ
等
ジ
ク
認
ム
M
F

所
ナ
リ
。
言
ア
迄
毛
無
ク

上
位
中
極
ノ
最
モ
進
化
セ

Y

モ
ノ
A

人
類
ナ
リ
。
人
類
－
一
於
ア
A

上
位
中
橿
ト
下
位
中
枢
ト
ノ
閑
ニ
多
数
ノ
中
間
中
枢
ア

9
、
之
等
／
各
中
極

間
ノ
相
互
関
係
極
メ
ア
複
雑
ナ

Y

7
以
テ
車
純
ナ
Y
脊
髄
反
射
ト
認
メ
ラ

Y

膝
蓋
臆
反
射
ノ
支
配
機
能
モ
亦
極
メ
ア
複
雑
ナ
Y

ヲ
以
ア
諸
極

疾
患
ノ
際
費
現
ス
w
y

腿
反
射
ノ
選
化
モ
千
差
高
別
ナ

y
。

従
来
ノ
内
科
金
書
並
－
一
外
科
全
書
ヲ
見
Y

ニ
欧
米
ニ
於
－
プ
モ
亦
本
邦
ニ
於
ア
モ
何
V

毛
筆
ヲ
揃
へ

F

プ
大
書
シ
ア
膝
蓋
腿
反
射
ノ
支
配
機
能

ヲ
司
Y

モ
ノ
A

錐
鱒
遁
（
上
位
神
経
軍
位
）
－
一
シ
ア
、
該
部
－
一
障
碍
ア
Y
時
A

臆
反
射
並
－
一
筋
緊
張
ノ
充
進
ヲ
来
シ
、
反
之
腿
反
射
ノ
減
退
若
ク

A

消
失
ヲ
件
フ
弛
続
性
運
動
麻
揮
A

脊
髄
運
動
車
位
ノ
損
傷
－
一
原
因
ス
ト
ナ
ジ
、
之
ヲ
以
ア
紳
経
系
統
ノ
診
断
率
上
勤
カ
ス
可
ラ
ザ
Y
原
則
ト

ナ
セ
ソ
ラ
而
シ
－
ア
如
斯
筋
緊
張
尤
準
ヲ
件
フ
現
象
A

チ
ヤ

l
y
ス
、
ペ
ル
（
一
八
二
三
）
ニ
ヲ
リ
ア
創
メ
ア
唱
ヘ
ラ
レ
タ

Y
所
謂
抑
制
除
去
ノ
結

果
ト
見
倣
サ
レ
、
錐
鱒
遁
－
一
脊
髄
反
射
ノ
抑
制
機
能
ガ
存
在
ス
ト
A

現
今
一
一
於
－
ア
モ
倫
ホ
一
般
－
一
是
認
サ
レ
居
Y
モ
ノ
、
如
シ
。

然
Y

－
一
脊
髄
横
断
ノ
損
傷
ニ
ヨ
リ
テ
膝
蓋
腿
反
射
ガ
尤
進
セ
ザ
w
y

ノ
ミ
カ
反
ツ
ア
消
失
シ
、
夏
－
一
叉
内
嚢
一
一
出
血
ア

Y
際
錐
鱒
道
ノ
障
碍
ア

Y

ニ
拘
ラ
ズ
臆
反
射
ガ
直
チ
二
九
一
進
セ
ザ
w
F

事
責
－
一
鑑
ミ
、
錐
健
道
日
一
抑
制
機
能
J

存
在
ア
疑
ア
事
者
漸
ク
績
出
ジ
、
ム
ン
ク
氏
A

所
謂
佃
位

持
慢
性
設
（
同
三
百
ロ
ロ
宮

3
・E
L②
『

gm）
ヲ
以
－
プ
之
ヲ
解
説
セ
ン
ト
試
ミ
最
近
央
氏
及
其
門
下
生
諸
氏
ノ
交
戚
紳
経
代
償
説
ノ
出
現
ヲ
見
Y

－一歪

レ

y
o

綿
テ
人
類
－
一
於
ケ
Y
種
々
ノ
反
射
作
用
A

何
V

毛
皆
比
較
解
剖
皐
上
下
等
時
代
ノ
遺
物
ナ

Y

コ
ト
明
カ
ナ
Y

ヲ
以
ア
、
予
等
ノ
家
兎
－
一
一
於
ク

W
F

質
験
的
成
績
ハ
人
類
臆
反
射
ノ
基
礎
苛
ノ
矯
ス
可
キ
モ
ノ
タ
ラ
ザ
Y
可
カ
ラ
ズ
、
故
－
－
蕊
－
一
其
成
績
ヲ
線
括
的
－
一
記
載
シ
其
論
健
ヲ
基
礎
ト
シ
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モ
ノ
ナ

9
0

第
二
章
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報
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五
報
ユ
至
ル
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成
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ノ
纏
括

一
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膝
蓋
臆
反
射
内
異
ノ
反
射
－
一
シ
ア
、
業
反
射
弓
A

主
ト
ジ
ア
四
頭
股
筋
ノ
紡
鍾
憧
日
一
存
在
ス

Y
深
在
性
戚
膏
器
ノ
受
グ
M
F

刺
戟
（
突
知

的
筋
伸
長
ュ
ヨ
U
F
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求
心
性
脊
髄
紳
経
繊
維
ア
通
夕
、
後
根
ヨ

9
脊
髄
－
一
入
9
．
脊
髄
前
角
細
胞
－
一
達
シ
、
而
ジ
ア
前
角
細
胞
ヨ

p
ノ
反
射

運
動
性
興
奮
A

前
根
フ
通
ジ
ア
遠
心
性
運
動
神
経
繊
維
－
一
ヨ
！
プ
四
頭
股
筋
ニ
到
u
y

－
一
ア
リ
ノ
、
郎
チ
軍
純
ナ
Y
脊
髄
反
射
ナ
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二
、
大
脳
皮
質
ヨ
リ
鍾
健
遁
ヲ
通
ジ
ア
脊
髄
前
角
細
胞
－
一
到
Y
興
奮
A

腿
反
射
－
一
劃
シ
所
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抑
制
機
能
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有
セ
ズ
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相
一
シ
脊
髄
反
射
－
一
封

ス
Y
線－
7
ノ
抑
制
機
能
ノ
存
在
ヲ
認
メ
ズ
ト
云
ァ
意
味
－
一
非
ズ
ジ
ア
恰
屯
迷
走
神
経
ガ
心
臓
機
能
ヲ
抑
制
ジ
、
迷
走
神
経
ノ
切
断
A

直
チ
－
一
臓

機
能
心
ノ
充
進
ヲ
来
ス
ト
同
意
味
－
一
於
ケ
Y
抑
制
機
能
ガ
存
在
セ
ズ
ト
云
フ
ニ
ア
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予
等
A

寧
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二
一
定
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刺
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一
割
シ
一

定
ノ
反
射
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ノ
ミ
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起
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制
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ス
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ス

Y

コ
ト
ヲ
推
定
ス
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一
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U
F

脳
幹
ノ
核
群
A

腿
反
射
促
進
機
能
ヲ
有
ス
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而
シ
ア
此
等
ノ
促
進
機
能
A

平
素
其
作

用
極
メ
ア
微
弱
ナ
Y

毛
一
朝
刺
戟
ヲ
受
ク
U
Y
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或
A
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代
償
作
用
ト
シ
ア
興
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ス
U
F

時
A

促
進
機
能
編
著
ト
ナ
U
F
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四
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脳
A

一
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脚
－
一
ヨ
リ
亦
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ヲ
通
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脚
ヲ
通
ジ
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直
接
－
一
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側
屈
筋
緊
張
ヲ
維
持
ジ
、
以
－
7
膝
蓋
腿
反
射
ヲ
抑
制
ス
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五
、
前
庭
迷
路
ノ
刺
戟
A

前
庭
核
ヲ
介
U

て
ア
同
側
伸
轄
筋
ノ
緊
張
ヲ
維
持
シ
以
ア
腿
反
射
ヲ
促
進
ジ
、
小
脳
性
興
奮
ト
相
桔
抗
ス
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六
、
筋
緊
張
及
ピ
腿
反
射
ノ
紳
経
性
支
配
ニ
閥
シ
ア
交
戚
紳
経
系
統
A

何
等
謹
明
シ
得
ペ
キ
機
能
ヲ
有
セ
ズ
。

第

三

章

臨

林

的

批

判

第
一
節
脳
溢
血
後
＝
見
ル
塵
寧
性
麻
揮
ト
膝
蓋
臆
反
射
ノ
冗
進

脳
掛
血
特
ニ
内
嚢
出
血
後
ユ
主
（
反
劃
側
、
上
、
下
肢
ユ
短
縮
串
性
麻
庫
ヲ
’
起
hv
筋
緊
張
充
進
シ
腿
反
射
モ
亦
著
シ
ク
ム
九
進
ス
M
F

コ
ト
A

周
知
ノ

事
貰
ナ

y
。
該
現
象
？
内
嚢
出
血
ノ
矯
メ
ニ
錐
鰻
道
ガ
破
壊
乃
至
座
遁
セ
－
フ
レ
ア
錐
鱒
道
中
ヲ
通
過
ス

Y

抑
制
繊
維
ガ
其
機
能
ヲ
断
絶
セ
シ

メ
ラ

y
：
一
ヨ
リ
筋
緊
張
及
ピ
臆
反
射
ガ
尤
進
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
ト
従
来
二
解
説
セ
9
。
然
シ
ナ
ガ
ラ
抑
制
機
能
ガ
消
失
セ
シ
タ
メ
ニ
腿
反
射
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時
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二
四
二
〉

尤
進
d
N

起
戸
モ
ノ
ト
限
定
セ
バ
錐
睦
道
ガ
断
絶
セ
シ
瞬
間
ヨ
η
ノ
筋
緊
張
増
進
並
－
一
健
反
射
充
準
ガ
起
一
フ
ザ
u
y

可
－
フ
ザ
Y
筈
ナ
w
y
。

然
Y

ニ
臨

林
上
ノ
事
貫
ハ
常
－
ご
全
ク
正
反
封
－
一
ジ
ア
溢
血
費
作
直
後
－
一
A

反
劃
側
上
下
肢
ニ
筋
弛
緩
ト
腿
反
射
ノ
消
失
ヲ
来
シ
、
筋
緊
張
及
ピ
臆
反
射
ノ

尤
進
A

通
常
一
週
間
以
後
－
一
於
ア
初
メ
ア
著
明
ト
ナ
Y

コ
ト
多
シ
。
而
ジ
ア
其
際
随
意
運
動
ノ
多
少
ノ
侠
復
ヲ
見
Y
カ
或
A

全
ク
依
復
セ
ザ

y
際
A

筋
緊
張
ノ
増
進
－
一
件
ヒ
テ
腿
反
射
ノ
充
進
ヲ
見
Y

毛
ノ
ナ

y
。

今
余
等
ノ
賓
験
成
績
ζ

ヨ
リ
ア
此
等
ノ
現
象
ヲ
考
察
ス

Y

－
一
、
若
ジ
錐
鰻
道
中
－
一
臆
反
射
抑
制
枝
ア
合
ム
毛
／
ト
ス
レ
バ
、
錐
韓
道
断
絶
印

チ
余
等
ノ
場
合
ノ
大
脳
皮
質
除
去
、
大
脳
皮
質
下
錐
鱒
道
除
去
及
ピ
内
嚢
切
断
ノ
場
合
ニ
A

直
チ
ニ
腔
反
射
ノ
充
進
ヲ
起
サ
ノ
V

Y
可
ラ
ズ
。
然

Y

ニ
余
等
ノ
貫
駿
－
一
一
炉
、
ア
A

殆
ン
ド
常
－
一
腿
反
射
－
一
何
等
ノ
鑓
化
ヲ
モ
起
ナ

v
p
キ
。
唯
脳
幹
－
一
一
於
－
7
視
紳
経
林
口
方
三
分
ノ
一
ノ
高
サ
－
一

位
ス
U
Y

核
群
ヲ
切
断
ス
w
y

－
一
初
メ
ア
腿
反
射
ノ
充
進
ア
見
、
親
紳
経
林
中
央
三
分
ノ
一
乃
至
夫
ヨ
ク
尾
方
－
一
営
ツ
ア
脳
幹
ヲ
横
F

断
ス

Y
時
ハ
腿

反
射
A

再
ピ
充
進
セ
ズ
、
寧
ロ
反
劃
側
筋
緊
張
ガ
稿
々
減
弱
ス

Y
ノ
傾
向
ヲ
示
ジ
、
更
－
一
尾
方
－
一
至
リ
四
昼
髄
ノ
赤
核
或
A

黒
貫
ノ
核
群
－
一
一
接

鯛
ス

Y
時
A

忽
チ
全
身
ノ
癌
撃
（
去
脳
硬
直
症
朕
）
ヲ
起
セ
リ
。

斯
カ

Y
余
等
ノ
貫
験
成
績
A

明
カ
ニ
錐
鰹
道
中
ニ
臆
反
射
抑
制
繊
維
ヲ
合
有
セ
ザ
Y

コ
ト
ヲ
立
謹
セ

Y

モ
ノ
ナ
リ
。
唯
人
類
ト
異
ナ
Y
所

A

蹴
ニ
記
載
セ

Y
ガ
如
ク
人
類
－
一
於
ア
A

通
常
脳
溢
血
費
作
直
後
－
一
A

筋
弛
緩
ト
腿
反
射
ノ
消
失
ヲ
来
ス
ユ
余
等
ノ
家
兎
ニ
於
ヶ
Y

賓
験
成

績
で
ア
A

錐
鰭
遁
切
断
直
後
ト
雄
筋
緊
張
並
－
一
腔
反
射
－
一
著
明
ノ
影
響
ヲ
輿
ヘ
ザ
リ
ノ
キ
。

此
等
ノ
事
賞
A

動
物
進
化
ノ
原
則
ユ
ヨ

Y

毛
ノ
ニ
ジ
ア
下
等
動
物
－
一
至
Y

程
脊
髄
細
胞
ノ
濁
立
性
強
ク
人
類
－
一
於
テ
最
モ
弱
キ
ヲ
以
ア
脊

髄
ト
大
脳
皮
質
ト
ノ
蓮
絡
ガ
断
タ

y
、
時
A

脊
髄
細
胞
ノ
濁
立
性
乏
シ
キ
ヲ
以
－
プ
、
脊
髄
細
胞
其

v
自
韓
ノ
機
能
ガ
消
失
ジ
筋
ノ
弛
緩
ト
健
反

射
ノ
消
失
ヲ
来
J

ス
毛
ノ
ナ
リ
。
是
－
一
反
シ
ア
家
兎
ノ
脊
髄
細
胞
A

葉
濁
立
性
強
キ
矯
メ
錐
髄
道
ヲ
切
断
ス
U
F

モ
其
濁
立
機
能
－
一
何
等
／
影

響
ヲ
蒙
ラ
ズ
依
然
ト
ジ
ア
筋
緊
張
並
－
一
腿
反
射
ヲ
維
持
セ

Y

モ
ノ
ナ

9
ト
解
説
ス
レ
バ
何
等
疑
結
ヲ
置
ク
ノ
除
地
ナ
キ
ナ

9
0

然
－
フ
バ
或
Y

一
定
ノ
期
間
後
－
一
再
ピ
筋
緊
張
ノ
増
進
ト
臆
反
射
ノ
充
準
ヲ
来
ス
事
賞
ヲ
如
何
二
説
明
ス

Y
ヤ
ト
云
フ
ユ
ポ

Y

ン
ト
レ

1
グ

y
氏
A

脳
溢
血
費
作
直
後
ニ
A

大
脳
ニ
行
グ
ペ
キ
刺
戟
波
ガ
錐
鰹
道
ノ
切
断
サ
レ
居
Y
タ
メ
腔
反
射
ガ
減
退
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
ア
、
漉
痕
、
凝



血
、
炎
衝
等
ユ
ヨ

yeア
刺
戟
波
ノ
放
散
ガ
妨
グ
ラ

y
、
一
至
レ
バ
悲
－
一
初
メ
ア
刺
戟
波
ノ
欝
積
ニ
ヲ

y
テ
臆
反
射
充
準
ヲ
起
ス
ユ
至
M
Y

ト
云
ヒ

叉
ミ
ヤ
及
ピ
レ
ピ

1
氏
等
A

脊
髄
細
胞
A

初
生
児
二
一
於
－
プ
A

濁
立
シ
ア
働
キ
居
Y
モ
成
人
ニ
ア
A

大
脳
皮
質
ノ
支
配
下
回
一
之
ト
蓮
絡
ジ
ア
働

グ
モ
ノ
ニ
シ
ア
、
今
此
脊
髄
ト
大
脳
ト
ノ
間
ガ
断
絶
セ
ラ
M

戸
時
A

一
定
ノ
期
間
内
A

脊
髄
細
胞
A

濁
立
し
V

得
ザ
M
Y

毛
、
此
時
期
ヲ
遁
Y
時
A

自

立
シ
ア
筋
拘
蟻
ヲ
起
ス
ニ
至
Y
ナ
ソ
ト
解
説
セ
U
Y

モ・余
、ガ
究
節
－
一
過
プ

Y
脊
髄
完
全
横
断
時
－
一
一
於
ケ
w
y

院
反
射
永
久
消
失
〈
ぺ
刻
引
引
川
氏
現

象
）
ノ
説
明
二
A

困
難
ヲ
戚
ズ

Y

モ
ノ
ナ

y
。

ム
シ
ク
氏
ノ
佃
位
向
慢
性
設
－
一
一
環
レ
バ
、
脳
幹
ノ
切
断
部
位
ガ
下
方
－
一
行
ク
ニ
従
ヒ
ア
筋
緊
張
、
臆
反
射
共
二
九
進
ス
ペ
キ
ナ

9
0
如
何
ト
ナ

V

バ
自
己
戚
受
性
刺
戟
ノ
集
中
度
A

切
断
面
ガ
下
方
－
一
到
Y

－
一
従
ヒ
ア
増
加
ス
ペ
ク
之
－
一
一
割
ス

Y

反
臆
モ
亦
之
一
一
正
比
例
ジ
ア
増
大
ス
ペ
ケ

V

バ
ナ
リ
ノ
。
然
M
Y

－
一
余
等
ノ
貫
駿
一
一
一
於
－
プ
A

唯
軍
－
一
視
神
経
休
日
方
三
分
ノ
一
ノ
部
位
－
一
於
－
7

脳
幹
ヲ
切
断
セ

Y
時
－
一
於
－
プ
ノ
ミ
腿
反
射
ノ

允
進
ヲ
見
、
下
方
ニ
行
グ
ニ
従
ヅ
テ
漸
衣
臆
反
射
ガ
尤
進
ス
y
d
N

如
キ
事
賞
A

全
然
之
ヲ
認
ム
w
y

コ
ト
能
A

ザ
リ
キ
。

最
近
英
氏
等
A

錐
糧
道
－
一
障
碍
ア

Y
際
A

其
代
償
ト
ジ
ア
交
成
神
経
性
筋
緊
張
ノ
増
進
ヲ
来
タ
シ
、
臆
反
射
ノ
尤
進
ヲ
起
ス
モ
ノ
ナ
η
ノ
ト
解

説
セ

Y

モ
余
等
ノ
膝
蓋
臆
反
射
ノ
支
配
機
能
－
一
関
ス

Y
第
五
回
報
告
卸
チ
腹
部
交
戚
神
経
節
版
索
ト
腿
反
射
ト
ノ
関
係
－
一
就
ア
論
遁
セ
U
Y

如

グ
腹
部
交
戚
神
経
節
賦
索
ヲ
電
流
刺
戟
ス

Y

毛
、
之
ヲ
刻
出
ス
M
Y

毛
膝
蓋
腿
反
射
－
一
何
等
ノ
影
響
ヲ
輿
ヘ
ザ

y
シ
ヲ
以
－
プ
見
Y

毛
主
読
ノ
非
ナ

y
コ
ト
明
カ
ナ
ソ
。

。0
0

0

0
「

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

斯
ク
論
ジ
来
タ
V

J

勝
街
血
ノ
際
費
作
直
後
一
一
弛
緩
性
麻
庫
ト
臆
反
射
ノ
消
失
ヲ
来
ジ
或
Y

一
定
ノ
期
間
後
－
一
至
叫
ノ
ア
筋
緊
張
ノ
増
進
ト

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

臆
反
射
ノ
充
準
ヲ
来

ス
ペ
キ
臨
林
的
事
貫
ヲ
現
今
迄
存
在
ス
ル
’如
何
ナ
Y

皐
設
ヲ
以
－
ア
ス
w
y

モ
之
ヲ
完
全
－
一
一
説
明
ス
w
F

コ
ト
能
A

ズ
、
故
－
一

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

J

O

O

つ
0

0

0

0

0

0

0

余
等
A

余
等
ノ
貫
験
成
績
ヲ
基
礎
ト
ジ
ア
此
等
ノ
臨
林
的
事
貫
ヲ
論
理
的
ニ
完
全
－
一
解
説
シ
能
ブ
如
キ
新
事
説
ヲ
蕊
－
一
提
供
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
。

銑
エ
遮
ペ
タ
Y
如
ク
比
較
解
剖
皐
上
下
等
脊
椎
動
物
－
一
於
ア
A

其
脊一
髄
細
胞
A

濁
立
性
根
メ
ア
顔
、
ク
、
砂
ジ
ク
進
化
セ

Y
物
物
ニ
ア
A

調
紳

鰹
林
ガ
最
高
知
費
中
植
ト
ナ
リ
線
航
鰐
ガ
最
高
蓮
動
中
極
ノ
機
能
ヲ
司
Y

モ
ノ
ナ

7
0
人
類
－
一
於
ア
A

此
等
ノ
紳
経
系
統
A

異
常
ノ
費
育
ヲ

建
グ
タ

Y
モ
ノ
ナ
Y
モ
倫
進
化
階
梯
ノ
第
一
段
ナ

Y
脊
髄
紳
経
系
統
（
未
梢
紳
経
軍
位
）
A

存
在
ジ
、
其
上
位
中
極
ト
ジ
ア
延
髄
、
小
勝
及
ピ
間

第
六
巻

F『

原

著
u 

浅

海

一
。
四
七

（
第
四
時
蜘

二四一一一〉



第
六
巻

F『

原

善
、」

浅

海

一O
四
八

（
第
四
時
抗

二
四
四
〉

脳
ノ
核
群
d
N

是
司
一
君
臨
シ
、
更
－
一
又
其
上
位
中
橿
ト
シ
－
ア
大
脳
皮
質
ノ
核
群
ガ
此
等
下
位
中
橿
ヲ
線
括
支
配
ス
U
F

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。
故
－
一
大
脳
皮
質

及
ピ
宜
（
博
達
路
ノ
健
在
ナ
Y
時
A

下
位
中
橿
ノ
機
能
A

大
脳
皮
質
ノ
支
配
下
－
一
全
ク
隠
蔽
セ
－
フ
レ
ア
接
現
セ
ザ
Y

モ
二
朝
大
脳
皮
質
及
ピ
業

停
遠
路
ニ
障
碍
ア

y
タ
Y
時
λ

下
位
中
橿
ナ
グ
’問
脳
及
ピ
小
脳
等
ノ
核
群
A

各
々
其
機
能
ヲ
費
揮
ス
U
Y

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
場
合
ニ
ヨ

y
－プ
A

代
償

現
象
ト
シ
ア
特
ェ
業
機
能
ヲ
充
進
セ
シ
メ
得
Y

コ
ト
モ
可
能
性
ナ
リ
。
然

y
ト
雄
最
下
位
中
橿
ナ

Y
脊
髄
細
胞
－
一
至
リ
こ
プ
A

人
類
－
一
於
－
プ
A

大
勝
、
間
服
、
小
脳
、
延
髄
ト
上
位
中
橿
ノ
異
常
ノ
脱
税
達
－
一
件
ヒ
ア
葉
濁
立
性
A

全
ク
消
滅
ジ
、
唯
上
位
中
橿
ノ
支
配
命
令
－
一
ヨ
リ
ア
ノ
ミ
業

機
能
ヲ
替
ミ
得
Y

モ
ノ
ナ

9
0
（相
一シ
筋
緊
張
及
ピ
臆
反
射
ノ
場
合
ナ
リ
）
。

以
上
ノ
論
理
A

比
較
解
剖
率
上
ノ
進
化
階
梯
ノ
順
序
一
一
従
へ

Y

モ
ノ
ナ
レ
バ
最
モ
合
理
的
ノ
論
理
ト
言
A

ザ
Y
可
カ
ラ
ズ
。
故
ニ
余
等
A

斯
カ

Y
論
理
ヲ
前
提
ト
ナ
シ
、
然
w
y

後
余
等
ノ
賢
験
成
績
ヲ
基
礎
ト
シ
ア
脳
縦
血
後
－
一
起
Y
線
－
プ
ノ
臨
林
的
症
般
－
一
解
説
ヲ
輿
へ
ン
ト
欲
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
。

即
チ
脳
溢
血
接
作
直
後
二
起
w
y

筋
ノ
弛
緩
ト
腿
反
射
ノ
消
失
A

錐
韓
道
ノ
遮
断
セ
ラ

Y

、
ガ
鶏
メ
ニ
大
脳
皮
質
ト
脊
髄
細
胞
ト
ノ
蓮
絡
中

絶
シ
、
脊
髄
細
胞
ノ
濁
立
性
乏
シ
キ
潟
メ
ェ
営
然
起
Y
可
キ
現
象
ナ

y
。
・
究

J

プ
或
Y

一
定
ノ
期
間
後
ニ
再
ピ
筋
緊
張
ノ
増
進
ト
臆
反
射
ノ
充
進

ヲ
来
ス
事
』
大
脳
皮
質
ト
脊
髄
細
胞
ト
ノ
中
間
二
位
ス

Y
高
等
中
植
核
群
ガ
大
脳
皮
質
－
一
代
η
ニ
ア
、
代
償
機
能
ヲ
尤
進
セ
シ
ム

Y

モ
ノ
ナ

y
。

予
等
ノ
賓
験
－
一
於
ア
視
神
経
林
口
方
三
分
ノ
一
ノ
部
位
－
一
位
ス

Y
脳
幹
部
ノ
核
群
中
－
二
膝
蓋
臆
反
射
促
進
機
能
ア
有
ス

Y

コ
ト
ヲ
立
讃

ジ
且
ッ
業
機
能
A

卒
素
極
メ
ア
微
力
ナ
w
y

コ
ト
ヲ
知
リ
ジ
ガ
斯
カ

Y
場
合
－
一
A

代
償
作
用
ト
ジ
ア
其
機
能
ヲ
増
進
シ
膝
蓋
臆
反
射
ノ
充
進
ア

来
ス
モ
ノ
ナ
η
ノO

究
」
ア
筋
緊
張
ノ
増
進
二
就
－
プ
A

筋
緊
張
ノ
中
枢
ガ
現
今
未
ダ
確
定
的
－
一
決
定
セ
ラ
レ
ザ
Y

モ
四
国
畳
鰹
－
一
存
在
ス

Y

赤
核
或
A

黒
質
或
A

其

附
近
ニ
存
在
ス

Y
核
群
中
一
一
存
在
ス

Y

コ
ト
A

否
ミ
難
キ
事
賓
ナ

9
0
故
－
一
此
等
ノ
核
群
モ
代
償
作
用
ト
ジ
ア
其
機
能
ヲ
増
進
ジ
筋
緊
張
ヲ

埼
唯
セ
シ
ム
M
F

ナ
叶
ノ
。
向
ホ
叉
余
等
ノ
貫
験
例
目
一
於
ア
小
脳
核
群
A

大
腿
屈
筋
ノ
緊
張
ヲ
維
持
hv
、
前
庭
迷
路
A

大
腿
仲
轄
筋
ノ
緊
張
ヲ
維
持

γ
互
一
相
措
抗
セ

Y

コ
ト
ヲ
知

y
タ
M
Y

ガ
、
此
等
ノ
核
群
モ
亦
其
機
能
ヲ
尤
進
ス
レ
バ
筋
緊
張
ノ
増
進
ヲ
見
Y
可
キ
ナ

9
0



期
ク
論
刊
V

来
タ
レ
バ
、
サ
ジ
モ
其
解
説
－
一
苦
ミ
タ
M
F

脳
純
血
後
ノ
綿
ア
ノ
痕
朕
ヲ
最
モ
固
滑
－
一
解
説
ジ
得
7
y
、
所
一
一

uv
，
ァ
従
ヅ
ア
又
余
等

ノ
家
兎
二
一
於
ケ

Y
貫
験
的
成
績
ガ
異
理
ナ

Y

コ
ト
ヲ
物
語
Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。

業
他
紳
鰹
衰
弱
患
者
ノ
臆
反
射
元
建
モ
亦
同
様
ニ
説
明
ジ
得
ラ
山
戸
、
ナ

y
、
即
チ
紳
駆
衰
弱
－
一
於
ア
A

大
脳
皮
質
ノ
機
能
低
下
ノ
錯
メ
ニ
中

脂
核
群
ノ
代
償
的
機
能
充
進
－
一
ヨ
リ
ア
臆
反
射
／
高
マ
M
F

モ
ノ
ト
理
解
ジ
得
ペ
キ
ナ

9
0

第
二
筒
脊
髄
完
全
横
断
（
パ
ス
乎

7
ン
民
現
象
）

内
科
全
書
ノ
数
ユ
u
y

所
－
一
ヨ
レ
バ
腰
髄
炎
（
E
三
五
2
5
5
1
2沼ニ
2
7
5
Z
Z
2）
ノ
際
A

雨
側
下
肢
－
一
弛
緩
性
麻
庫
ト
腔
反
射
消
失
ヲ
来
U
J

（ご｝山乙

E
L
4吋
P
E
E
L－－由品。「国乙
T
）
胸
髄
炎
ノ
際
A

雨
側
下
肢
－
一
癌
肇
性
麻
庫
ト
腿
反
射
ノ
尤
進
ヲ
来
ス
ト
云
ヒ
、
其
理
由
A

前
者
A

脊
髄

紳
経
草
位
（
末
梢
神
経
車
位
）
ノ
損
傷
－
一
ヨ

y
、
後
者
A

脊
髄
内
ヲ
通
過
ス

Y
錐
鴨
道
（
中
橿
紳
経
車
位
）
ノ
抑
制
機
能
ガ
遮
断
セ
ラ

y
、
結
果
ナ

η
ノ
ト
ジ
ア
諸
種
ノ
脊
髄
疾
患
ノ
症
朕
ヲ
説
明
ス

Y
金
科
玉
傍
ノ
原
則
ト
ナ
セ

y
。
又
外
科
金
書
特
－
一
引
川
寸
川
氏
敬
書
中
二
A

胸
椎
骨
折
ノ

際
胸
髄
ノ
犯
サ
Y

、
場
合
川
一
般
一
一
南
側
下
肢
－
一
盛
肇
性
麻
輝
ト
臆
反
射
ノ
克
進
ヲ
来
ス
モ
時
－
一
ヨ

y
－
プ
弛
緩
性
麻
庫
ト
臆
反
射
ノ
減
場
乃

至
消
失
ヲ
来
ス
コ
ト
ア
時
ノ
。
斯
カ

Y
場
合
A

錐
樫
道
中
ノ
腿
反
射
抑
制
枝
ガ
刺
戟
セ
ラ
u
y

、
結
果
ナ
η
ノ
ト
設
明
セ
ソ
。

余
等
モ
亦
頚
椎
下
部
或
A

胸
椎
上
部
ノ
脊
椎
骨
折
及
ピ
股
臼
ノ
際
該
部
ノ
脊
髄
損
傷
ノ
鴻
メ
ニ
南
側
下
肢
－
一
弛
緩
性
麻
庫
ト
臆
反
射
ノ
消

失
ヲ
来
ス
コ
ト
A

屡
々
経
験
ス

Y
所
一
一
ジ
ア
、
此
等
ノ
麻
庫
ト
消
失
ハ
時
一
一
ヨ
リ
ノ
数
ヶ
月
ヨ
リ
敷
年
ノ
間
二
漸
次
侠
復
シ
来
Y

コ
ト
ア

Y

モ
亦

時
ニ
ヨ
リ
ア
A

永
久
－
一
弛
緩
性
麻
庫
ト
臆
反
射
ノ
消
失
ヲ
遺
ス
コ
ト
ア
η
ノ
。
前
者
ノ
場
合
A

外
傷
－
一
ヨ

Y
出
血
及
ピ
骨
ノ
魅
迫
ノ
魚
メ
－
一
損

傷
部
ニ
於
ケ
Y
脊
髄
A

一
時
性
－
一
全
ク
業
機
能
ヲ
失
ヒ
弛
緩
性
麻
庫
ト
腿
反
射
ノ
消
失
ヲ
来
ス
モ
治
療
一
一
ヨ
リ
ア
骨
ノ
腫
遁
A

除
去
セ
ラ
レ
、

血
塊
モ
吸
牧
セ
ラ

Y

、
ニ
及
ピ
ア
漸
衣
夫
レ
等
ノ
機
能
ヲ
侠
復
ジ
来
Y
モ
ノ
ナ

y
、
後
者
ノ
場
合
A

損
傷
部
－
一
於
ヶ
Y
此
等
J

快
復
機
轄
ガ
全

然
起
ラ
ザ
Y

ユ
ヨ

Y
カ
或
A

叉
損
傷
部
ノ
脊
髄
ガ
最
初
ヨ
リ
ノ
完
全
－
一
横
断
セ
ラ
レ
タ

Y

－一ヨ
U
Y

モ
ノ
ナ
w
y

可
シ
。

斯
カ

Y
現
象
A

阪
エ
バ
ス
チ
ア
ン
氏
ガ
認
メ
タ

Y
所
－
一
シ
ア
、
同
氏
三
脊
髄
ヲ
完
全
－
一
横
断
し
V

タ
Y
後－一
A

横
断
部
以
下
ノ
部
位
－
一
反
射
弓

ヲ
有
ス
w
y

総
－
ア
ノ
皮
膚
反
射
及
ピ
腿
反
射
ガ
永
久
－
一
消
失
ス
ル
コ
ト
ヲ
稗
ヘ
タ
叩
ノ
C

爾
来
多
数
ノ
皐
者
二
ヨ
η
ノ
ア
承
認
セ
ラ
レ
殊
－
一
苅
川
判

第
六
巻

F『

原

著
"-' 

t菱

海

一O
四
九

（
第
四
時
蜘

二
四
五
）



第
六
巻

F、
原

著
L」

浅

海

一O
五

O

（
第
凶
競

二
四
六〉

ス
氏
ノ
如
み
－
－
A

此
事
貫
－
一
川
殆
ン
ド
例
外
ナ
ジ
ト
迄
言
ヘ
リ
ノ
。
然

v
ド
モ
リ
ノ
ド
ッ
ク
（
一
九
一
七
）
氏
A

戦
傷
兵
－
一
就
キ
－
ア
ノ
精
細
ナ
Y
研
究

エ
ヨ
リ
脊
髄
上
部
完
全
横
断
例
ノ
裡
可
ナ
リ
長
期
間
ノ
観
察
－
一
耐
ヘ
タ

Y
八
例
－
一
就
ア
記
載
シ
ア
日
ク
、
横
断
直
後
線
－
プ
ノ
脊
髄
反
射
A

運
動

機
能
ト
共
ニ
消
失
ス
レ
ド
毛
、
其
襖
屈
曲
反
射
A

最
モ
早
ク
侠
復
シ
、
六
日
乃
至
二
十
二
日
－
一
テ
再
現
シ
、
反
之
、
仲
轄
反
射
ヲ
代
表
ス
U
Y

膝

葉
腔
反
射
ノ
侠
復
ご
一
十
一
日
乃
至
四
十
二
日
ヲ
要
シ
、
併
モ
肺
炎
腸
加
答
児
ノ
如
キ
合
併
症
－
一
ヨ
η
ノ
ア
患
者
ノ
衰
弱
ヲ
来
ス
時
A

最
毛
早
ク

消
失
ス
M

Y

A

伸
轄
反
射
ナ
η
ノ
ト
言
へ

y
。
叉
バ

山戸べ

氏
A

死
刑
（
断
頭
）
後
八
分
時
ニ
シ
ア
其
屍
韓
ノ
膝
蓋
腿
反
射
ガ
向
ホ
存
在
セ
ジ
コ
ト
ア

述
ぺ
、
其
他
完
全
ナ

Y
脊
髄
切
断
ノ
場
合
－
一
モ
膝
蓋
腿
反
射
ノ
充
進
ヲ
来
ジ
叉
反
費
三
一骨
髄
ノ
不
完
全
横
断
－
一
一
於
－
プ
モ
腿
反
射
ガ
永
久
－
一
一
消
失

セ
グ
報
告
無
キ
－
一
シ
モ
非
ラ
ザ
M
Y

毛
、
脊
髄
ノ
完
全
横
断
ノ
時
－
一
バ
ス
チ
ア
ン
氏
現
象
ガ
最
毛
多
ク
現
A

Y

、
コ
ト

A

一
般
－
一
是
認
セ
ヌ
w
F

、

所
ユ
ジ
ア
余
等
モ
亦
腰
々
経
験
ス

Y
所
ナ

y
。

而
シ
ア
之
ガ
費
生
ノ
理
由
ニ
閥
シ
ア

A
種
々
ナ
Y
仮
設
ヲ
設
ケ
種
々
ナ

Y
解
説
ヲ
輿
ヘ
ラ
レ
タ

Y

毛
、
未
ダ
吾
人
ヲ
シ
ア
満
足
セ
シ
ム

Y
ガ

如
キ
解
説
ア
U

F

7

知
－
フ
ズ
。
特
－
一
チ
ル
マ
ン
外
科
金
書
一
一
記
載
セ
ラ

Y

、
ガ
知
キ
錐
鵠
道
中
ノ
抑
制
繊
維
ヲ
以
ア
解
説
セ
ン
ト
ス

Y

モ
ノ
A

何
レ
モ
皆
抑
制
繊
維
ノ
刺
戟
興
奮
ス
U
Y

現
象
ナ
リ
ト
解
説
ス
U
Y

モ
如
斯
抑
制
ノ
刺
戟
ガ
永
久
－
一
一
持
緩
ス

Y

ト
A

五
ロ
人
ノ
考
へ
能
A

ザ
Y
所
ナ

9
0
又
脊
髄
疾
患
ユ
於
－
ア
脊
髄
中
ノ
錐
韓
道
ノ
ミ
ガ
遮
断
サ
レ
タ
uy

時
A

臆
反
射
ノ
元
進
ヲ
来
ジ
、
脊
髄
完
全
横
断
ノ
時
－
二
腿
反
射
消
失
ス

y
コ
ト
モ
錐
韓
道
中
－
一
抑
制
繊
維
ノ
存
在
ス

Y
ト
云
プ
皐
説
－
一
－
7

A

説
明
ジ
能
A

ザ
Y
ナ
リ
ノ
。

然
M
Y

ニ
余
等
ノ
賓
験
成
績
ヲ
基
礎
ト
セ

Y
前
節
－
一
一
於
ケ

Y
解
説
ヲ
其
億
蕊
－
一
適
用
ス

Y

モ
亦
バ
ス
チ
ア
ン
現
象
ヲ
完
全
－
一
解
説
ジ
得
－
ブ
U
F

ナ
リ脊

暗
中
ノ
錐
暢
遵
ノ
ミ
ガ
損
傷
遮
断
セ
ラ
山
戸
、
場
合
二
削
節
－
一
一
於
ケ
ゲ
内
嚢
遮
断
ト
全
ク
同
一
二
シ
ア
唯
主
（
延
長
ト
見
倣
ス
可
キ
モ
ノ
ナ

U
F

ヲ
以
ア
問
脂
－
一
於
ケ

Y
腿
反
射
促
進
核
及
ピ
筋
緊
張
諸
核
群
ノ
代
償
性
興
奮
ノ
結
果
雨
側
下
肢
ュ
筋
緊
張
ノ
増
進
ト
腿
反
射
ノ
充
進
ヲ
来

セ
Y
ナ
Y
3
反
之
脊
髄
ノ
完
全
横
断
ノ
際
A

錐
鵠
道
ノ
断
絶
ト
共
－
一
関
脇
小
脳
核
群
ヨ

9
ノ
惇
遠
道
ガ
共
－
一
断
絶
セ
ラ
w
F

、
ヲ
以
－
プ
永
久
－
－

筋
緊
張
並
ニ
臆
反
射
ノ
増
進
ヲ
来
サ
v
u
r

ナ
リ
。



余
等
ノ
家
兎
－
コ
於
ケ
w
F

貫
験
成
績
ヲ
見
w
y

－
一
－
既
－
一
記
載
セ
M
F

ガ
如
ク
大
脳
皮
質
、
大
脳
皮
質
下
錐
鴨
道
及
ピ
内
嚢
ヲ
切
断
ス

y
w－
其
反
劃
側

下
肢
－
一
一
於
ケ
グ
筋
緊
張
及
ピ
脆
反
射
－
一
A

著
明
ノ
擾
化
ヲ
奥
ヘ
ザ
リ
キ
。
コ
A

家
兎
f

脊
髄
細
胞
A

人
類
ノ
夫
レ
ニ
比
シ
ア
濁
立
性
強
固
ナ

y
ガ
鴬
ナ
リ
ト
解
説
セ
9
0
然
Y

－
一
同
ジ
ク
家
兎
－
一
於
－
ア
脊
髄
上
部
横
断
ヲ
行
ヒ
タ
Y
場
合
A

筋
緊
張
及
ピ
臆
反
射
A

著
シ
ク
減
弱
セ
シ
毛

杢
ク
腿
反
射
ノ
消
失
ヲ
来
ス
事
ナ
カ
リ
〆
キ
。
此
事
貫
A

明
カ
ニ
其
作
用
微
力
ナ
リ
ト
雄
脊
髄
細
胞
A

常
－
一
超
脊
髄
中
橿
（
問
脳
、
前
庭
迷
路

核
群
）
ヨ
リ
腿
反
射
促
進
作
用
並
ニ
筋
緊
張
維
持
ノ
支
配
ヲ
蒙
ム

Y

コ
ト
ヲ
立
謹
ス
Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
脊
髄
上
部
－
一
於
テ
此
等
J

侍
遠
路
ガ
遮

断
セ
ラ
w
戸
、
ヲ
以
テ
筋
緊
張
並
ュ
腿
反
射
ノ
減
退
ヲ
見
Y

モ
家
兎
四
一
一
於

e

プ
A

向
脊
髄
細
胞
ノ
濁
立
性
強
固
ナ
Y
ガ
潟
メ
ニ
筋
緊
張
並
由
一
腿
反

射
A

全
ク
A

消
失
セ
ザ
Y
十

9
0

斯
ク
論
ジ
来
b
y

レ
バ
人
類
－
一
於
ア
死
刑
（
断
頭
）
後
八
分
時
二
ジ
－
ア
街
腿
反
射
ノ
存
在
セ
Y
特
例
、
又
A

完
全
ナ
Y
脊
髄
切
断
ノ
場
合
－
一
臆
反

射
ノ
尤
進
セ
w
y

コ
ト
又
反
封
－
一
脊
髄
ノ
不
完
全
横
断
－
一
於
ア
腿
反
射
ガ
永
久
－
一
消
失
ス
y
d
N

如
キ
特
別
例
ト
雄
決
シ
ア
不
思
議
ノ
事
貰
－
一
非

ズ
シ
ア
偶
々
其
人
間
ノ
脊
髄
細
胞
ノ
濁
立
性
－
一
異
常
ア

yhv
モ
ノ
ユ
シ
ア
一
般
一
一
見
ラ
U
F

、
現
象
－
一
非
ラ
ズ
。

第
三
節
硬
直
症
（
型
的
主
主
主
）

硬
直
症
ニ

A
Y
ッ
ト
Y

氏
病
、
流
行
性
脳
炎
後
ニ
来
Y
「．
ρ
Y
キ
ン
ソ
ニ
ス
ム
ス
」
（

3
品
目
ロ
き
ロ
2
5
5
1
仮
性
硬
化
症
（
タ
イ
ル

y
ン
氏
病
）

】
日

VE
g

－FVE
C3
2
（
巧
乙
さ
5
0一－

oz・
2
Z
5
3
及
ピ
震
顛
麻
療
等
ア
レ
ド
此
部
－
一
麗
ス
グ
疾
患
A

何
レ
毛
皆
葉
疾
病
ノ
本
組
問
A

現
今
宵
不
明
－
一

麗
ス

。
「パ
M
F

キ
ン
ソ
ニ
ス
ム
ス
L

A

或
Y

モ
ノ
A

中
臓
及
ピ
淡
蒼
球
－
一
病
鍾
ア
リ
ノ
ト
云
ヒ
叉
或
グ
モ
ノ
A

黒
貫
及
ピ
赤
核
－
一
病
媛
ヲ
見
Y

ト
云
ヒ
、

引
什
川
刈
川
氏
病
及
ピ
震
顛
麻
庫
A

謹
瑚
核
－
一
病
愛
ア
リ
ト
云
ア
モ
ノ
ア
Y

モ
何
レ
モ
皆
確
定
的
ノ
モ
ノ
ニ
非
－
ブ
ズ
。
然
ソ
ト
雄
此
等
硬
直

症
ヲ
起
ス
可
キ
諸
種
疾
患
A

何
レ
モ
皆
脳
幹
部
核
群
ノ
疾
患
ナ
Y

コ
ト
ダ
ケ
A

一
般
－
一
是
認
セ
－
フ
U
F

、
所
ナ

y
。
向
ホ
且
ッ
此
等
ノ
疾
患
ノ

臨
林
的
症
朕
ノ
共
通
性
A

筋
緊
張
ノ
異
常
ノ
増
進
ニ
ヨ
リ
ノ
ア
硬
直
ヲ
来
ス
モ
、
筋
緊
張
充
進
ノ
程
度
著
明
ナ
Y

ニ
反
シ
ア
比
較
的
腿
反
射
ノ
克

進
ヲ
来
サ
V

M

Y

－
－
ア
リ
。
斯
カ
Y
事
賞
モ
一
一
般
臨
休
瞥
家
ノ
認
ム

Y
所
ナ
時
ノ
。

第
六
品
位

「、
原

著

t主

海

一O
五

〈
第
四
時
蜘

二
四
七
）



第
六
念

【
原
箸
】

呉
氏
及
ピ
禁
門
下
牛
等
A

是
ニ
説
明
ア
輿
へ
－
プ
臼
ク
、
錐
鰻
道
陣
碍
ア
Y
時
A

代
償
的
－
一
交
戚
一
柳
経
ガ
異
常
ノ
興
奮
ヲ
起
シ
、
鶏
メ
－
一
筋
緊

張
ト
腿
反
射
ノ
充
進
ヲ
・
来
ス
モ
錐
鴨
道
外
運
動
路
（
主
ト
シ
－
プ
赤
核
脊
髄
路
ヲ
意
味
シ
同
氏
等
A

運
動
神
経
性
筋
竪
張
ト
名
グ
ケ
リ
ノ
）
－
一
一
障
碍

ア
ω
戸
時
A

交
戚
紳
経
性
代
償
起
ラ
ズ
、
潟
メ
－
一
筋
緊
張
ノ
充
進
ア
U
Y

宅
一
腰
反
射
ノ
尤
進
ヲ
来
＋
ノ
ズ
ト
解
説
セ

y
。

浅

海

一O
五
二

（
第
四
時
蜘

二
四
八
〉

余
等
A

動
物
質
験
－
一
一
於
－
7
交
戚
紳
経
A

筋
緊
張
並
一
一
腿
反
射
ニ
何
等
ノ
影
響
ヲ
輿
ヘ
ザ
Y

コ
ト
ヲ
立
詮
（
第
五
回
報
告
窒
照
）

今
五
－
二
歩
ヲ
譲
9
交
戚
紳
経
ガ
筋
緊
張
並
三
腿
反
射
ヲ
司
M
Y

モ
ノ
ナ

y
ト
仮
定
ス

Y

宅
呉
氏
等
ノ
皐
説
ノ
正
シ
カ
ラ
ザ
w
y

コ
ト
A

明
カ
ナ

リ
ノ
。
何
ン
ト
ナ
レ
バ
交
戚
紳
経
A

解
剖
組
織
皐
上
一
一
於
ア
モ
、
又
業
機
ノ
植
物
性
ナ

Y
ト
自
律
性
ナ
M
Y

貼
－
一
於
ア
モ
副
交
戚
紳
経
ト
相
酷
似

セ

y
。
斯
カ
U
F

類
似
ノ
紳
経
系
A

互
－
一
桔
抗
シ
、
互
－
一
代
償
ジ
得
Y

コ
ト
A

誰
シ
モ
是
認
シ
能
ア
所
ナ
ル
毛
、
全
然
其
機
能
ヲ
異
－
一
ス
w
F

随
意

運
動
ヲ
司
Y
錐
鱒
遁
紳
経
系
、
並
ユ
不
随
意
運
動
ヲ
司
Y
錐
瞳
道
外
運
動
路
ノ
代
償
ヲ
替
ム
ト
A

考
へ
能
A

ザ
Y
所
ナ

9
0

今
般
リ
ュ
交
戚
紳
経
ガ
此
等
ノ
運
動
神
経
系
ノ
代
償
ア
替
ム
可
能
性
ア

9
ト
ス

Y

モ
如
何
ナ
Y

目
標
ヲ
以
－
プ
錐
鰐
道
ノ
ミ
ノ
機
能
ヲ
代
償

シ
錐
健
道
外
運
動
路
ノ
機
能
ヲ
代
償
セ
ザ
U
Y

ヤ
実
理
解
ニ
甚
ダ
苦
シ
ム
所
ナ

p
。
寧
ロ
代
償
ヲ
行
プ
場
合
－
一
A

錐
暢
道
外
運
動
路
川
不
随
意

運
動
ナ
M

F

7

以
ア
交
戚
紳
癖
ノ
不
随
意
性
ト
梢
々
一
致
ス

Y
ヲ
以
－
ア
此
方
ノ
代
償
ヲ
笹
ム
可
キ
A

営
然
－
一
し
て
プ
呉
氏
等
ノ
準
設
ト
争
然
相
反

ス
M
F

毛
ノ
ナ

y
。

シ
タ
η
ノシ
ft

何
レ
ニ
シ
ア
モ
上
記
ノ
蝦
定
A

其
可
能
性
極
メ
ア
薄
弱
－
一
シ
ア
、
交
戚
紳
経
A

副
交
戚
紳
経
ト
錐
韓
道
性
運
動
路
λ

錐
健
道
外
蓮
動
路
ト
互

品
代
償
ス

Y
モ
ノ
ト
理
解
ス

Y
方
妥
営
ナ

y
c

郎
チ
余
等
ノ
賞
験
的
成
績
ヲ
基
礎
ト
セ

Y
余
等
ノ
準
設
－
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T
h
e
 results

 of
 the 

series 
o
f
 ex
p
e
r
i
m
e
nts 

described 
in 

the 
previous 

reports 
sh
o
w
:
 

r) 
T
h
a
t
 the 

cerebral co
rtex has n

o
 dire

ct
 inhibitory fun

ction 
o
n
 the 

k
n
e
e
-j
e
rk, 

that 
is,

 it 
does 

not 
inhibit 

the 
k
口
e
e-

jer
k
 
in 

the 
s
a
m
e
 
m
a
n
n
e
r
 as 

the 
v
a
g
u
s
 
nerve 

inhibits 
the 

heart 
beat. 

2) 
T
h
a
t
 in 

the 
region 

of the 
brain-stem 

e
x
t
e
n
d
i
n
g
 
f
r
o
m
 
the 

ca
吋

al
limit 

of the 
corpus 

striatum 
a
n
d
 oral 

third 
o
f
 

the
 optic 

t
h
a
l
a
m
u
s
 there 

are 
apparently 

s
o
m
e
 nuclei 

w
h
i
c
h
 act 

in 
s
u
c
h
 
a
 w
a
y
 as 

to 
a
u
g
m
e
n
t
 the 

k
n
e
eオ

e
r
k

w
h
e
n
 
the

y
 

are 
i吋

ured
or 

stimulated.
川

3) 
T
h
a
t
 the

 cerebellar 
impulse, 

partly 
directly 

t
h
r
o
u
g
h
 
the

 infe
rior 

p
e
n
d
u
町

le
a
吋

partly
b
y
 
w
a
y
 
of 

the 
red

 

nucleus, 
m

孟inta
in
s
the 

tonus 
of 

the 
flexor 

muscles 
o
f
 tne 

homolateral 
limb, 

a
n
d
 thus 

inhibits 
the 

patellar 
reflex. 

4) 
T
h
a
t
 the

 labyrinthin 
stimuli 

e
n
h
a
n
c
e
 
the 

knee-jerk 
b
y
 a

u
g
m
e
ntation 

of 
the 

to:J.us 
of 

th
o: 

extensor 
m
u
s
c
l
e
 s

 of 

the 
homolateral 

lim1:>, 
a
n
d
 
in 

this 
w
a
y
 antag.)nizes 

the 
crebellar 

action. 

5) 
T
h
a
t
 the 

sympathetic 
nervous 

s
y
s
t
e
m
 
does 

not 
influence 

the 
patellar 

re
日
ex,

either 
w
h
e
n

比
is

extirpated 
o
r
 

artificially 
stirrl¥.llated. 
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事眠 4く~ 【l@l 縛】 都起き l 0同国 （事長忠告書 .1.11持0)

It is a universally recognized fact that the interruption of the cortico-spinal pathway causes after a variable period 

of time an exaggeration of the muscle tone and tendon reflexes. This tact has been explained as being the results of 

release from cortical inhibition. Without going into a detailed discussion, we might point out that there are several 

difficulties in this theory. Clinically, by surgical removal of the arm region of the crebral cortex Horsley failed to 

observe rigidiザ inthe corresponding arm, and Dandy met with similar fai!L1re in his hemispherectomy case. Experi-

mentally Kure and his co-workers failed to observe exaggeratioロof抑制Jarreflex on removal of the cerebral cortex 

in the dog, and in our hands either farradic stimulation or extirpation of the cortex in the rabbit has not produced a 

change in the amplitude or force of the jerk. In hemorrhage of the internal capsule, spastic hemiplegia occurs not 

immediately, but variable lengths of time after the hemorrhage. The immediate flaccid paralysis has been considered 

to be the e仔ectof “shock ”the nature of which has never been clarified. 

Munk has attempted to explain the po3t-a;:>oplectic s;:>asticity with h::ightened tendc>n r心flexεSon th:: b1sis of func-

ti on主lexaltation of the lower-lying ce :tres as a result of isolation. This functional exaggeration of the lo¥¥'er centres, 

according to l'vfo此， isexpected to increase as the level of isolation is closer to the lower neuron (final common path), 

since the lower the isolation level, the more concentrated would be the centripetal stimuli. If this were true, then in 

our experiments, the removal of the cortex should have caused an exaggeration of the tonus and knee-jerk by isolation-

change of the basal ganglia, and the section of the brain-stem at the caudal third of the thalamus should h:we CHIヨed

an even greater enhancement. That such has not been the c日secasts a doubt upon the integrity of the theory. 

Kure among others maintains that u1コonloss of cortical impulse, a tonic impulse of the v己gc:tativenervous system, 

both sympathetic and parasympathetic, compensates for the loss, and the spasticity and re日exexaggeration are thereby 

produced. Our expei-iments on the lumbar sympathetic nerveぢ， webelieve, de日nitelyruleバ outthis hypothesis. 

By comparison of our results from experimental spinal transection and the clinical phenomena of complete transec-

tion of the cord, we readily admit that the functional independence of the spinal cord decreases as the phylogenetic 



order a只ccnds. In man the functional independence of the spinal cord is so depressed that withdrawal of the cortical 

impulse causes a temporary cessation of all lぉ functions. The anterior horn cells, however, recover their irritability as 

they become accustomed to the state of isolation from the pyramidal in自uences. Subsequent h perfunctional state of 

ton us I・e-enforcingnuclei lying in the brain-stem, which should correspond to the level between the striatum and oral 

third of the thalamus in the rabbit, brings about a heightened tonus of the musculature of the extremeties with exag-

geration of the tendon reflexes. The fact observed in our report II that the section of the brain-stem causes an exag-

geration of the kneeすerkand the tendency of tbe limb to remain extended after jerk (spasticity) only when it passes 

through the level mentioned and that a section at a lower plane or removal of the cortex fails to bring about the 

similar l〕henomenon,tends to support our conclusion. In post hemorrhagic hemiplegia, therefore, we are inclined to 

attribute the exaggeration of the tendon jerks and spasticity of the musculature to the combined e百ectof the loss of the 

cortical impulse and the hyper-functional state, caused by isolation, of certain nuclci in the brain-stem lying between the 

striatum and the oral third of the thalamus. Author’s abstract. 

燃に~l 【暖榔】 努吉 長き t Of司凶 （著書亘書S J:1同！）


